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	　　　　　　　茶殻の活用�　　　～食品を環境への配慮で包もう～
	実験内容�１．防臭作用について調べるため、ビニール袋にいぶりがっこと3種類の紙（普通の紙、茶殻の紙、炭の紙）を入れ、約６時間ほど置く。その後、ビニール袋に入れたまま匂いを嗅いでもらい、アンケートを取って匂いの少ない順に順位をつけてもらう。��２．抗菌作用について調べるため、実験１で使用した紙を5㎜四方に切り取り、シャーレに入れて培養する。24時間後と72時間後に様子を観察した。�
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